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「
要
受
診
」
の
約
７
割
が
未
受
診

背景に保護者のゆとりのなさ

学校歯科健診後調査

小
林　

節 

氏

慶
応
大
学
名
誉
教
授
（
憲
法
学
）

軍事ではなく自立外交を

日
時　

６
月
５
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
午
後
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員　

50
人

持
物　

 

『
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
０
年
４
月
版
』『
カ
ル
テ

記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
テ
キ
ス
ト
』

矯
正
歯
科
に
必
要
な
保
険
診
療
対
策
〜
カ
ル
テ
記
載
か

ら
新
規
個
別
指
導
対
策
ま
で
、
歯
初
診
に
係
る
研
修
〜

会
員
本
人
限
定

勤
務
医
・
矯
正
歯
科
の
先
生
対
象

日
時　

５
月
30
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

山
崎
利
彦
氏
（
埼
玉
県
保
険
医
協
会
副
理
事
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

60
人

※
別
会
場
で
講
演
す
る
講
師
を
会
場
で
視
聴
す
る
サ
テ
ラ
イ

ト
講
演
会
で
す
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

お
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
へ
の
対
応
に
つ
い
て（
仮
題
）

政
策
学
習
会

日
時　

６
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

本
田
宏
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長
）

会
費　

無
料

定
員　

会
場
50
人　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
１
０
０
人

申
込　

協
会
Ｈ
Ｐ
行
事
案
内
か
ら

※
本
講
演
は
講
師
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
繋
い
で
の
サ
テ
ラ

イ
ト
形
式
で
す
。
基
本
的
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

感
染
症
と
口
腔
の
健
康

市
民
講
座法

律　

６
月
14
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

６
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

６
月
17
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは
HP　osk-net.org

電　　話　06-6568-7731
ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
22
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
午
後
５
時

会
場　

１
．
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

　
　
　

２
．
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

講
師　

 

吉
川
左
紀
子
氏
（
京
都
芸
術
大
学
学
長
・
認
知
心
理

学
者
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

50
人

心
理
学
か
ら
見
た
マ
ス
ク
生
活
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
―
『
新
し
い
生
活
様
式
』
こ
の
悩
み
に
ど
う

対
応
す
る
か
―

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会　

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
講
習
会

覇
権
主
義
を

強
め
る
中
国

　

中
国
は
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
や
香
港
で
人
権
抑
圧
を
行

っ
て
お
り
、
専
制
政
治
の
様
相

を
強
め
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

私
は
帝
国
主
義
的
覇
権
主
義
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
領
土
拡
張

を
目
指
す
姿
勢
が
目
立
っ
て
き

ま
し
た
。

　

自
民
党
内
部
や
周
辺
に
は
、

こ
う
し
た
動
き
に
軍
事
で
対
抗

す
べ
き
と
い
う
論
調
が
あ
り
ま

す
。
自
衛
隊
の
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
」
保
有
も
同
じ
文
脈
で
語

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

中
国
の
覇
権
主
義
の
危
険
性

は
、
そ
の
通
り
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
日
本
が
軍
事

で
対
抗
す
る
の
が
い
い
か
と
い

え
ば
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
日

本
は
か
つ
て
中
国
を
侵
略
し
た

事
実
が
あ
る
だ
け
に
、
軍
事
的

に
対
抗
す
れ
ば
、
彼
ら
を
一
層

刺
激
す
る
だ
け
で
す
。
ま
ず
い

や
り
方
、
愚
策
で
す
。

米
国
に
追
従
せ
ず

独
自
の
道
を

　

懸
念
さ
れ
る
の
は
、
米
中
対

立
の
あ
お
り
で
、
米
国
の
２
軍

と
な
っ
て
い
る
自
衛
隊
が
「
米

国
の
敵
は
自
分
の
敵
だ
」
と
ば

か
り
に
動
き
だ
す
こ
と
で
す
。

愚
か
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に

も
反
し
ま
す
。
第
９
条
が
あ
る

以
上
、
日
本
は
高
い
経
済
力
、

技
術
力
、
人
的
能
力
を
生
か
し

た
専
守
防
衛
に
徹
す
る
べ
き

で
、
守
り
を
固
め
る
能
力
こ
そ

高
め
る
必
要
が
あ
る
し
、
で
き

る
の
で
す
。

　

日
本
か
ら
カ
ネ
を
吸
い
取
る

吸
血
鬼
の
よ
う
な
米
国
に
、
い

つ
ま
で
も
つ
か
ま
っ
て
い
て
は

い
け
な
い
。
米
国
の
属
国
に
甘

ん
じ
る
こ
と
な
く
、
自
立
し
て

独
自
の
外
交
を
展
開
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
界
か
ら
尊
敬

さ
れ
る
日
本
へ

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中

で
、
世
界
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

独
裁
的
な
国
が
出
現
し
て
い
ま

す
。
中
国
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
ん
な
中
で
日
本
が
存
在
感

を
示
せ
る
と
す
れ
ば
、
軍
事
や

強
権
に
よ
っ
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
傲
慢
（
ご
う
ま
ん
）
に
な

ら
ず
、
経
済
と
文
化
の
力
で
世

界
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
手
本
に
な

る
道
で
す
。
そ
の
方
向
で
日
本

を
再
生
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

国
連
で
拠
出
金
に
見
合
っ
た

発
言
力
や
影
響
力
を
高
め
、
中

国
に
対
し
「
覇
権
主
義
や
人
権

抑
圧
は
良
く
な
い
」
と
は
っ
き

り
言
う
。
そ
れ
を
国
際
世
論
に

し
て
い
く
や
り
方
こ
そ
、
日
本

国
憲
法
を
持
つ
日
本
に
ふ
さ
わ

し
い
と
思
い
ま
す
。

学校健診後調査の歯科の結果
（　）内は回答校数 健診人数 要受診人数 受診者数 未受診者数

小学校（94） 35467 10368（29.2％） 4738（45.7％） 5630（54.3％）

中学校（51） 17169 4290（24.9％） 962（24.4％） 3328（77.6％）

高等学校（29） 22707 5105（22.4％） 698（13.7％） 4407（86.3％）

支援校（４） 894 258（28.8％） 69（26.7％） 189（73.3％）

合計 76237 20021（26.3％） 6467（32.3％）13554（67.7％）

中
国
「
脅
威
」
論

中
国
「
脅
威
」
論

ど
う
見
る

ど
う
見
る

　

海
洋
進
出
の
動
き
を
強
め
、
南
シ
ナ
海
な
ど
で
軍
事
演
習
を

行
う
中
国
。
日
本
の
安
全
に
と
っ
て
「
脅
威
」
と
い
う
論
調
も

少
な
く
な
い
。
平
和
憲
法
を
持
つ
国
と
し
て
、
ど
う
対
処
す
べ

き
か
、
小
林
節
慶
応
大
学
名
誉
教
授
に
聞
い
た
。

高
い
高
校
生
の
未
受
診
率

高
い
高
校
生
の
未
受
診
率

　

学
校
歯
科
健
診
で
「
要
受
診
」

と
判
定
さ
れ
た
割
合
は
小
学
校
が

29
・
２
％
で
最
も
高
く
、
中
学
、

高
校
と
進
学
す
る
に
つ
れ
て
、
下

が
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
で
、

「
要
受
診
」
と
な
っ
た
児
童
生
徒

が
医
療
機
関
を
受
診
し
な
い
「
未

受
診
」
の
割
合
は
小
学
校
が
54
・

３
％
で
最
も
低
く
、
中
学
校
で
は

77
・
６
％
、
高
校
で
は
86
・
３
％

と
進
学
す
る
に
し
た
が
っ
て
未
受

診
率
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
齲
蝕
が
10
本
以
上
あ
る

よ
う
な
「
口
腔
崩
壊
」
状
態
の
児

　

２
０
２
０
年
度
の
学
校
歯
科
健
診
で
「
要
受
診
」
と
判

断
さ
れ
た
子
ど
も
の
受
診
動
向
に
つ
い
て
政
策
部
が
調
査

し
た
結
果
、
小
中
高
の
全
体
で
、「
要
受
診
」
と
判
定
さ

れ
た
子
ど
も
の
う
ち
、「
未
受
診
」
が
約
７
割
に
上
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
未
受
診
の
背
景
に
は
児
童
生
徒
・
保
護

者
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
持
ち
方
や
家
庭
の
経
済
的
事

情
な
ど
重
層
的
な
理
由
が
う
か
が
え
る
。
４
月
に
府
内
１

８
０
０
余
り
の
公
立
私
立
小
中
高
校
等
を
対
象
に
調
査
票

を
送
付
し
、
１
７
８
校
が
回
答
し
た
。

童
生
徒
が
１
４
４
人
い
た
。
結
果

か
ら
は
、
千
人
に
２
人
程
度
は

「
口
腔
崩
壊
」
の
子
ど
も
が
い
る

こ
と
に
な
る
。

「
親
の
理
解
不
足
」
最
多

「
親
の
理
解
不
足
」
最
多

　

未
受
診
の
理
由
と
し
て
、「
親

の
子
ど
も
の
健
康
へ
の
理
解
不

足
」
が
最
も
多
か
っ
た
が
、「
共

働
き
」「
ひ
と
り
親
家
庭
」「
経
済

的
困
難
」
と
い
っ
た
理
由
も
少
な

く
な
か
っ
た
。「
子
ど
も
の
健
康

へ
の
理
解
不
足
」
の
背
景
に
も
、

働
き
方
や
家
庭
環
境
に
起
因
す

る
、
保
護
者
の
時
間
的
・
経
済
的

ゆ
と
り
の
な
さ
が
あ
る
と
も
い
え

る
。

　

一
方
で
「
コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診

控
え
」
と
の
回
答
も
多
数
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
伺
え
た
。

憲　法
記念日

特 集

５・３　　


